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恒星の中でも明るいものは固有の名前がつけられてい

ることはよく知られたことで,例えば北天でもっとも明

るいシリウスは和名でも天狼星といっている。かりに固

有の名前がない場合でも星座名と大体明るさの順にギリ

シヤ文字のα,β ,γ ,… …を並べて大熊座 α星 (α UMa)と

いうように呼んでいる。しかしずっと暗い星になると固

有の名前はなくなる。その場合には星の赤経,赤緯,等

級,ス ペクトル型等が リス ト・ アップされている星表の

種類と番号とで,その戸籍をはっきりさせておく必要が

ある。そのような星表で有名なのは ΠD(Henry Draper)

星表でハーバード天文台で 1918年から 1924年にかけ

て出版されたものである。

さてここに三つの恒星がある。HD137613,HD156074,

HD182040, これだけでは何のことだかさっばりわから

ないから註釈をつけ加えると,三つとも北天で見える恒

星でいずれも7等以下の,スペクトル型は比較的高温度

に属する晩期型星,学名でいえば (Late■ ype Star)と

いわれる種類であり, また 星の大気の組成からは 炭素

星と呼ばれるグループである。これら炭素星については

以前から炭素のアイソトープの比量が若干天体物理学の

興味の一つになっている。すなわち炭素星の大 気 中 の

c12/c13の 価がどれ位であるかによって, これらの星の

みならず星一般のエネルギー生成の理論をたてるのに重

要な観測材料を提供するからである。それでは観測から

どのようにして C12/c13の 比量を求めるかといえば,炭

素星は C2や CNの吸収スペクトルが著しい特徴を示

しており,これらの分子は非常に都合のよいことにはア

イソトープ。シフトが 大きく容易に C12と c13の 見分

けがつくからである。最初は C2の分子で C12c13,c12c12,

c13c13の 3種類のそれぞれの強度を測って比量を求めて

いたのであるが,CNの非常に詳しい解析が アメリカの

カリフォルニァ大学 (バ ークレー)で行なわれてから,

c12N14,c13N14の 赤外領域の解析を行なって,それぞれ

の強度を各回転線について測定することに よ り C12/C13

を求めることが便利であることがわかった。

私は大分前からこの方法により,天文学教室や東京天

文台の皆さんの協力によって,温度の低い炭素星から温

度の比較的高い炭素星について,分光観測を行なって来

た。ところが前に一寸述べたが,温度の高い炭素星は北

天ではいずれも暗 く,分光器の分散度をよくするとかな
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図1 ヘール天文台のオフィス

リ大きい口径の望遠鏡を使っても,測定できる程十分な

スペクトルを得ることができないのである。このような

わけで温度の高い炭素星の高分散スペクトルを得ること

が私のここ数年の念願であった。

大へん前置きが長 くなったが,ア メリカの西海岸ウイ

ルソン山 (高 さ 1742メ ートル)と ′くロマー山 (高 さ

1706メ ー トル)にそれぞれ口径 100吋 ,200吋 の望遠

鏡がある。そしてこの二つの天文台を管理しているオフ

ィスが′くサデナにあり, 2, 3年前から創始者のヘール

博土を記念してヘール天文台と呼ばれるようになった。_

私は 1951年未だこのパサデナのオフィスがウイルソン

山天文台と呼ばれていた頃 2週間ばかり滞在 したが,そ

の時は 100吋 も 200吋もただ見学 しただけであった。

1972年の夏丁度 3ヵ 月の間, 私は始めてここの客員研

究員として滞在 し,ウ イルソン山の 100吋で観測するこ

とができた。目的はすでに述べた通りである。この時は

分散度が約 13A/mmと ぃう分光器を使ってⅡD182040

を撮影 したが,十分満足な結果を得ることができなかっ

た。観測条件としては 7, 8月 頃がいいのであるが,こ

の星の赤緯は約 -11° で比較的に高度が低いのである。

今年再び7月 , 8月 の2ヵ 月客員研究員としてヘール

天文台に滞在することになったが,それがきまると同時

に台長のバブコックさんから,今度はパロマーの200吋

でイメージ・ チュープを使ってみたらどうかという大ヘ

ん親切なアドバイスがあった。

そのようなわけで,私は 6月 30日 期待に胸をふ くら
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図2 ノくロマーの僧院

ませる思いで羽田を出発した。パサデナという町はロス

アンゼルスの衛星都市,ロ スと町続きで, くるまを飛ば

せば約 30分陣のところである。 2年前の滞在の時近づ

きになったバサデナに永く住んでいる山中さんという二

世の方がロスアンゼルスの空港まで迎えに来 て下 さっ

た。宿も2年前と同じアパー トである。ただ部屋は違っ

ていた。オフィスまで歩いて約 10分。 くるまの運転で

きない私には恰好の場所である。毎日もみ くちやにされ

ながら出かけなければならない東京とは雲泥 の差 で あ

る。いよいよ200吋 での観測の準備のために,パ ロマー

ヘ出かけることになった。ォフィスから約 3時間の ドラ

イブである。観測者をはこぶためのくるまは冷房 してあ

るし, ドライバーはベテラン。途中コロナという町で小

休上をした。

ウイルソンもそうであるが,パ ロマー天文台には観測

者の宿泊のためのドーミトリーがあり,通称 Monastery

(僧 院)と 呼ばれている。 これはできた頃は女の天文学

者で観測をするような人はいなかったので,こ のように

呼んだのではないかと思う。 Monasteryに は専属の料

理をする女性が 2人,交代で勤務している。食堂はひる

食と夕食がサービスされる。ひる食は朝食でもある。山

にいる人は特別な人を除き,ほ とんど夜の仕事なので,

朝寝る人はあっても起きる人はないからである。私はウ

イルソンとパロマーの食堂での面白い違いを発見した。

ウイルソンでは100吋 で観測する人が,主人役で,食事

の時これからデザー ト・ コースですよという知らせを料

理兼ウェイ トレスのおばさんにスズを振ることで厳重に

行なっているが,パ ロマーではそのような厳密なしきた

りはないようで,誰でも気のついた人がスズを振ること

になっているらしい。このことについては,キ ャルテク

(California lnstitute of Technology)の グリーンス

タイン教授が,ウ ィルソン山の方がぶるいからはるかに

因習的,貴族的趣味であリパロマーの方が新しいからは

るかに大衆的らしいと話していた。パ,マ ーの食堂のメ

ーン・ テーブルの横にもう一つ小さなテーブルがある。

そこには観測者の国籍を示す小旗がたてられてある。こ

れもウイルソンとの違いを示す面白い現実である。

さて観測準備であるが, イメージ・ チューブは約 90

mmの 大型であり,ク ーデ室でグレーティングと 72吋

カメラとの組み合せをすると,大体 90 mm近い領域で

6.7A/mm分散のスペクトルをイース トマンⅡaDフ ィ

ルムに結像させることができる。イメージ・ チューブに

は 15000ヴ ォル トの高圧をかけるので,十分注意しな

ければならない。そして星以外の光は厳禁である。この

ような高性能の装置についてはキャルテクのグリーンス

タインおよび ミュンチ両博士がかなり以前から開発に努

力されており,惑星や恒星についてテス ト的に撮影され

てはいたが,晩期型星のしかも赤外領域 (私の狙ってい

るのは 7700Aか ら8800A)については始めてであった。

2年前の滞在の時に比べ,パサデナの毎日の天気のパ

ターンが今度は少し違っていたょうである。とにか く雨

が降らないで晴天が続くことには変 りはないが,朝起き

てみるとスッカリくもっているのである。その状態はひ

る頃まで続 く。午後になってヴェールをはぐように少し

ずつはれて来て, 4時頃には快晴となる。このょうな状

態が毎日続いた。温度は毎日最高 35,6°Cであるが,湿

図3 200吋望遠鏡
下方に水平に見えているのが口径 200吋

(5メ ートル)の反射鏡のホルダーである
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